
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢多き魅力的な校舎 
校長 後藤 正美 

 

左の写真は、見小の校舎が完成した頃の様子です。カラーでないと伝わりませんが、ペ

ールラベンダー色（薄藤色）の校舎に、当時の子供たちや地域の方たちは、驚きと感動を

覚えたことと想像します。体育館も含めて完成したのは平成５年度。創立 120 周年の時で

あり、式典の１週間後には「コシノジュンコ・ファッションショー」が新体育館で開催も

されました。当時の職員は、夢多き魅力的な校舎で子供たちを感動させ、「実生の輝き」を

実現すべく教育活動に燃えていたことでしょう。  

さて、それから 30 年。151 周年となった見小ですが、約５億円の費用をかけていた

だき、校舎の部位改修工事を行うことが決まりました。校舎の外壁と屋上の改修、教

室の LED 化や暖房機の入れ替えと、大きな工事であり、工事期間中は様々な不便さも

予想されます。駐車場も、この間狭くなります。しかし、これだけの費用をかけた工事

です。校舎がより明るく、暖かくなることに喜びを感じるとともに、完成を見小っ子

と共に心待ちにしたいと思います。 

 

以前お伝えしましたように、私は始業式でこのように呼びかけました。すると、高学

年が中心となり、今年は手作りの「創立記念日お祝い会」として企画してくれたので

す。昨年リニューアルした伝統教室で調べたことを、「伝統クイズ」として出題。伝統

教室へ行かないと答えが分からないものもありました。お祝い会の最後には、教師の

ピアノではなく、６年生の有志が演奏する伴奏に合わせた校歌で盛り上がりました（写

真右）。運営委員会や代表の子供たちのお祝いの気持ちが伝わり、手作りの校歌からは

一体感が感じられました。子供主体の創立記念日。短期間の準備でしたが、私はその

一歩を進めた価値を受け取りたいと思います。 

 令和７年度には、ペールラベンダー色にお色直しした校舎において、152 年目の創立

記念日を迎えましょう。現在の職員も、子供たちを感動させるべく燃えていきます。 
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HP でカラ

ー版もご覧

ください。  

６月 15 日は見小の 151 歳の誕生日、創立記念日です。今年は記念式典がありませ

ん。でも、せっかくの見小の 151 年目の誕生日、皆さんならどんなことをして全校

でお祝いしますか？  

 


